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2012 年 5月 21 日早朝、日本を縦断した金環日食に日本中が興奮しました。日食には

今回のような金環日食と、太陽が月に完全に隠れてしまう皆既日食の二つがあります。

太陽の見かけの直径と月の見かけの直径がほとんど同じというのは、天文学的には全く

の偶然です。月が地球を回る軌道は、正確には円ではなく楕円になっていることから、

月が大きく見えるときに起こるのが皆既日食で、月が小さく見えるときに起こるのが金

環日食です。皆既日食の時はあたりが暗くなり、昼の暗い空に明るい星が見えます。一

方、金環日食では、リング状の太陽の光で、あたりが暗くなるということはありません。

しかし、太陽がリングに見えるという点では、皆既日食とは違った神秘さを体験するこ

とができます。 

日本で金環日食が観察できたのは、1987 年 9 月 23 日の沖縄以来のことで、次回は 18

年後の 2030 年 6月 1日の北海道となります。日食の回数は月食より多いのですが、月

食は地球の夜側の半分で見られるのに対し、日食は月の陰が地球に落ちる限られた線上

でしか見られません。その陰線が関東を含む日本の人口密集地域を通過するというのは、

非常に珍しい現象となります。この世紀の天体ショーを、つくば市の我が家で見られた

という幸運に感謝しつつ、その観察レポートを報告したいと思います。 

幼少の頃から天文学者にな

りたかった筆者は、夜な夜な

望遠鏡を覗いて天体ロマンに

浸る天文マニアのひとりでし

た。大人になり、天文学者な

らぬ気象学者として筑波大学

の教員になった筆者が、つく

ば市内に家を構築する際には、

念願の夢だった天体ドームを
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屋上に据えることを設計の段階から考えました。振動に強いパルコン（コンクリート住

宅）を選び、屋上には高さ 15 ㎝の円形のコンクリートを盛って基礎を固め、スバル光

学製の小型ドームを置きました。比較的安価なビクセン製の 20 ㎝反射望遠鏡にスカイ

センサーという自動導入自動追尾システムを導入し、月、惑星、星雲星団、彗星などの

観察を行っています。風呂上がりに屋上に上り、電源を入れて目指す天体をセットする

と、モーターの音とともに望遠鏡が動きだし、それが止まる間にドームの扉を開けると、

接眼レンズの先には、もうその天体が見えているという手軽さから、「風呂上がり天文

台」と名付けています（図１）。 

今回の金環日食の準備と

しては、太陽光をすべての波

長で減光させる ND フィル

ター(2800 円)をネットで購

入し、段ボールを丸く切り抜

いて 2枚重ねにし、その間

にフィルターを挟んで望遠

鏡のキャップの代わりには

め込むという太陽フィルタ

ーを自作しました。天体写真

の撮影のために、ニコンの

D5100 デジカメを望遠鏡にセットし、振動ブレを防ぐためにレリーズの紐を垂らしてシ

ャッターを切ります。これで準備完了です（図２）。スカイセンサー自動追尾システム

は、太陽を間違って導入しないように、太陽の周辺を向くとシステムが止まる設定にな

っています。そこで、望遠鏡の極軸設定をあえて解放し、こと座のベガ（織姫星）の導

入で太陽が自動導入できるように設定しました。今回の私の太陽は、望遠鏡的には織姫

星だったのです。あとは金環日食当日のお天気が問題です。気象学が専門の私ですが、

天気をコントロールすることはできません。日食 7 日前に週刊天気予報がテレビを通し

て見られるようになりました。それによると関東の当日の天気は曇り時々晴れ。よく日

替わり天気予報などと呼ばれるように、日を追って当日の天気予報が変わるものですが、

今回は一貫して曇り時々晴れの予報が出ていました。それが前日の予報では曇りとなっ

たので、天気予報が外れて雲の隙間から少しでも晴れ間が見えることを願っていました。 
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金環日食が始まる 1時間前

にスタンバイした時、太陽は

雲の中でした。しかし、その

雲は高積雲（うろこ雲）だっ

たので、雲の切れ間から太陽

が覗く瞬間があり、期待が膨

らみました（図３）。すると、

見る見るうちに北の空が晴れ

はじめ、つくばの南の東京方

面は曇、北側が快晴となり、

つくばの空は絶好の観測条件となりました。雲の上流にあたる東の空を見上げると、そ

こには晴れ間が広がっていたので、やがて太陽は快晴域に入ることを確信しました。「こ

れはいける。」と思った瞬間でした。 

金環日食の開始 30 分前、太

陽は曇りの領域を抜けて快晴

の領域に入り、あたりがパッと

明るくなりました。しかし、そ

の明るさは部分日食のために

普段と違う暗めの明るさであ

り、曇りの時の暗さとは違う異

様な雰囲気でした。デジカメの

液晶スクリーンに映し出され

る三日月ならぬ三日太陽の形

は見る見るうちに細くなり、やがて真っ黒い月が、背後で輝く太陽にスッポリと飲み込

まれてゆきました（図４）。 

月が太陽に飲み込まれる瞬間、ベイリービーズと呼ばれる現象が見られました（図５）。

これは月の凸凹が輝く太陽の光を遮断し、とぎれとぎれのビーズの紐のように見える現

象です。ベイリービーズが終わるといよいよ金環日食の本番の始まりです。カメラのシ

ャッターを切りながら、快晴の中で金環日食を見ることができたという喜びと興奮に包

まれました。さっきまで台所で朝食の準備をしていた妻が屋上に来て、その喜びと興奮
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を共有してくれました。今回、ネット

販売で ND フィルターを購入してくれ

たのは他ならぬ妻であり、大切な観測

チームの一員です。太陽に飲み込まれ

た黒い月は、徐々にど真ん中へと移動

し、金環日食はそのクライマックスを

迎えました（図６）。天に浮かぶ丸い

太陽が、この日だけは中黒のリングと

なり、この世のものとは思えない異様で神秘的な感覚でした。この時、リング状に光る

太陽が、魔力を秘めたロード・オブ・ザ・リングの指輪のように見えたのは、私だけで

はないと思います。  

やがて金環日食はさっきとは反対側

で 2 回目のベイリービーズの瞬間を迎

えました。光の帯が月の凸凹でとぎれ

とぎれとなり、金環日食が終わりまし

た。この間、デジカメの液晶スクリー

ンと天空の太陽を何度も首を振りなが

ら見比べ、レリーズでシャッターを押

し続けました。アニメーションとして

一連の金環日食を編集するために、その後 30 分間は撮影を続けました。撮影終了後、

早速 PC に画像をダウンロードし、編集処理をして日食アニメーションを完成させるこ

とができました。晴れてくれたことへの感謝と作品に対する満足感で、大きく深呼吸し、

一人でこっそりと笑みを浮かべるので

した。 

撮影した日食の写真を真っ先にメー

ルで送った相手は、高校時代に同じ地

学部に所属した同窓生で、今でも交流

の深い中沢治久氏（東電）と西沢敏氏

（国学院大学栃木高校）の 2 名の天文

仲間でした。西沢氏は高校の屋上にあ
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る 40cm 反射望遠鏡を運用していますが、太陽観測用の屈折望遠鏡で撮影した本格的な

写真を送ってきてくれました（図７）。Hαフィルターという特殊なフィルターを使っ

て撮影した金環日食は、赤いリングで映し出されています。よく見ると、太陽の表面で

プロミネンスと呼ばれる光の柱が、何本も立っているのを見ることができます。西沢氏

は、今回は栃木も良く晴れたと大変喜

んでいました。つくばで見た金環日食

は、ほぼ完全なリングですが、栃木で

はリングの太さが異なっていて、日食

の発生した中心線からやや遠いことが

分かります。また、中沢氏は都内の自

宅で雲の隙間から覗く金環日食を撮影

し、送ってきてくれました。雲がある

ことでそれが天然のフィルターとなり、日食グラスを用いなくても多くの人が日食を肉

眼で見ることができました。雲の隙間から覗くリングは、誰かがいたずらで空に描いた

丸印の絵のようで、思わず笑ってしまうほど愉快な構図になっています。長い人生にお

いて、今日のこの瞬間の気分は丸印。中沢氏の写真は、手前の雲が芸をしていて、金環

食ならではの神秘性をかもし出しています。 

我々天文仲間は、このようにして天体ショーが起こるたびに、互いに撮影した天体写

真を持ち寄り、それを酒の肴に幾度となく友好を深めてきました。今回の金環日食は本

当に素晴らしいものでした。これを酒の肴にして集まるときは、これまでにない盛り上

がりを見せることになりそうです。 
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